
   
 

  
 

   

い
つ
も
質
素
な
木
綿
を
着
て
、
穏
や
か
な
表
情
で
話

し
、
「
自
分
ば
か
り
良
く
な
っ
て
は
何
も
な
ら
ぬ
と
思

う
の
ス
」
と
答
え
た
と
い
う
瓜
生
岩
子(

イ
ワ)

。
幕
末

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
日
本
最
初
の
社
会
福
祉
に
生
涯

を
さ
さ
げ
た
慈
善
活
動
家
の
女
性
。
女
性
初
の
藍
綬
褒

章
を
授
章
。
女
性
初
の
銅
像
と
な
っ
た
人
で
す
。 

 
 

 

戸
籍
上
小
田
付
、
熱
塩
温
泉
山
形
屋
で
生
ま
れ
る 

 

岩
子
の
母
り
え
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
喜
多

方
小
田
付
の
油
問
屋
「
若
狭
屋
油
屋
、
渡
部(

邊)

利
左

衛
門
へ
十
七
歳
で
嫁
ぐ
。
利
左
衛
門
に
は
、
異
母
妹
が

い
て
婿
を
も
ら
い
山
形
に
支
店
を
出
す
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
文
政
十
二
年(
一
八
二
九)

二
月
十
五
日
、
母

の
実
家
で
あ
っ
た
熱
塩
の
瓜
生
家(

山
形
屋)

で
岩
子
が

誕
生
し
た
。
戸
籍
上
は
小
田
付
。
翌
年
に
は
、
弟
半
治

(

は
ん
じ
・
後
に
瓜
生
家
を
継
ぐ)
が
生
ま
れ
る
。 

 

瓜
生
家
は
、
新
潟
県
長
岡
市
瓜
生
出
身
、
赤
崎
長
者

と
も
呼
ば
れ
た
瓜
生
出
雲
守
の
末
裔
。
上
杉
影
虎
と
景

勝
が
争
っ
た
天
正
六
年(

一
五
七
八)

の
「
御
館
の
乱
」

で
、
影
虎
方
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
与
板
南
の
領
地
を

追
わ
れ
、
熱
塩
温
泉
の
示
現
寺
を
頼
り
会
津
に
来
た
。

示
現
寺
を
南
北
朝
時
代
に
再
興
し
た
玄
翁
和
尚
は
、
瓜

生
家
の
旧
領
地
、
西
側
の
山
を
越
え
た
雲
崎
町
小
木
野

の
小
城
野
氏
出
身
で
も
あ
っ
た
『
新
編
会
津
風
土
記
』

に
吉
志
田
村
に
瓜
生
筑
後
重
次
の
館
跡
が
あ
っ
た
。 

  

母
の
嫁
ぎ
先
若
狭
屋
焼
失
事
件 

 

天
保
四
年(

一
八
三
三)

岩
子
五
歳
の
時
、
会
津
地
方

は
近
年
続
い
た
飢
饉
に
加
え
、
こ
の
年
は
冷
害
と
な
り
、

天
保
七
年(

一
八
三
六)

も
ひ
ど
い
冷
害
と
な
る
。
作
物

が
実
ら
ず
、
今
ま
で
肉
を
食
べ
な
か
っ
た
の
に
牛
馬
や

犬
猫
ま
で
食
す
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
翌
天

保
八
年(

一
八
三
七)

の
春
、
九
歳
の
時
、
父
が
急
病
と

な
り
亡
く
な
っ
た
。
七
月
七
日
父
の
四
十
九
日
法
要
に

は
、
若
狭
屋
山
形
支
店
の
妹
夫
婦
が
子
ど
も
を
連
れ
て

戻
っ
て
く
る
。
五
十
日
が
過
ぎ
、
姑
の
進
も
あ
り
、
叔

母
が
住
む
上
岩
崎
の
飯
島
家
へ
母
と
と
も
に
お
礼
に
泊

ま
り
に
行
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
夜
、
油
屋
が
火
事
と

な
り
全
焼
、
位
牌
や
金
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
姑
は

大
風
呂
敷
を
担
い
で
逃
げ
た
と
い
う
。
母
が
家
の
再
興

を
姑
に
訪
ね
る
と
、
て
い
の
良
い
離
散
を
云
う
の
で
、 

仕
方
な
く
親
子
三
人
瓜
生
家
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 

若
松
城
内
で
看
護
を
学
ぶ 

 

天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

岩
子
十
四
歳
の
時
、
母
に

連
れ
ら
れ
上
三
宮
、
願
成
寺
参
道
右
、
田
中
琳
碩(

り
ん

せ
き)

と
い
う
代
々
医
者
の
家
に
養
子
に
入
っ
た
叔
父
の

山
内
春
瓏(

し
ゅ
ん
ろ
う)

を
訪
ね
る
。
春
瓏
は
、
当
時
、

若
松
城
下
で
殿
様
の
侍
医
と
な
り
、
産
科
、
婦
人
科
を

専
門
と
し
、
漢
方
薬
に
も
秀
で
医
者
と
し
て
上
下
の
区

別
な
く
治
療
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
々
か
ら
慕
わ
れ

た
た
め
若
松
城
下
大
町
に
住
ん
で
い
た
。
春
瓏
の
弟
子

に
は
、
河
東
町
駒
板
出
身
、
長
崎
で
学
ん
だ
蘭
医
古
川

春
英(

し
ゅ
ん
え
い)

が
い
る
。
野
口
英
世
初
恋
の
人
、

若
松
最
初
の
女
医
と
な
っ
た
山
内
ヨ
ネ(

父
は
山
内
立

真
・
夫
は
湖
南
の
森
川
氏)

は
春
瓏
の
孫
に
あ
た
る
。 

       
 

 
 

 
 

喜多方市小田付の家跡 

1 

 

今
年
は
没
後
一
二
〇
年 

 
 

 

伝
え
た
い
瓜
生
岩
子
の
功
績 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
政
十
二
年
（一
八
二
九
）二
月
十
五
日
～  

 
 

 
 

 
 

 
 

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）四
月
十
九
日 

                                                   
 

 
 

石 

田 

明 

夫 

 

示
現
寺
は
、
曹
洞
宗
総
持
寺
の

末
山
。
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）

に
新
潟
県
出
雲
崎
出
身
の
玄
翁
が

再
興
。
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）

那
須
の
温
泉
で
湯
治
を
し
て
い
た

時
、
九
尾
の
狐
を
退
治
。
毒
石
の

殺
生
石
が
、
全
国
に
散
ら
ば
っ
た

と
い
う
。
本
堂
裏
に
、
そ
の
石
が

あ
る
。
そ
の
時
使
用
し
た
の
が
和

尚
由
来
の
「
玄
翁
」
で
あ
る
。 

会津若松大町1丁目の 
山内ヨネの家跡 

上三宮願成寺脇に 
山内家があった 



    
 

春
瓏
は
、
岩
子
に
「嗜
み
は
上
品
、
化
粧
は
お
化
」と
い
い
、

そ
の
意
味
を
母
に
聞
く
よ
う
諭
し
た
。
岩
子
に
「日
々
に
行

な
い
を
慎
み
、
日
々
に
よ
く
働
け
」と
い
っ
て
書
斎
に
入
る
と

岩
子
は
一
礼
し
て
下
が
っ
た
。
机
に
は
、
春
瓏
の
実
家
、
上
三

宮
願
成
寺
と
同
じ
宗
派
、
浄
土
宗
経
典
「観
無
量
寿
経
」が

置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
時
、
叔
父
の
治
療
方
法
や
経
験
が
、

岩
子
に
大
き
く
影
響
す
る
。 

 
 

 
高
田
の
佐
瀬
茂
助
と
結
婚
そ
し
て
破
産 

 
弘
化
二
年(

一
八
四
五)

岩
子
十
七
歳
、
春
壠
の
世
話
も

あ
り
、
若
松
城
下
き
っ
て
の
呉
服
店
、
上
町
の
大
黒
屋
七
郎

右
衛
門
に
奉
公
し
て
い
た
会
津
高
田
竹
原
出
身
佐
瀬
茂
助

(

も
す
け)
と
結
婚
。
大
黒
屋
か
ら
横
三
日
町(

会
津
若
松
市

宮
町)

に
呉
服
店
「松
葉
屋
」を
出
し
て
も
ら
い
手
が
回
ら
ぬ

ほ
ど
繁
盛
し
た
。
嘉
永
二
年(

一
八
四
九)

に
は
、
長
女
つ
ね

子
、
嘉
永
四
年(

一
八
五
一)

長
男
祐
三(

後
に
岩
子
の
弟
半

治
の
養
子
と
な
り
山
形
屋
を
継
ぐ)

が
生
ま
れ
る
。
翌
年
二

女
の
と
よ
子
が
生
ま
れ
て
い
る
、
店
は
、
番
頭
一
人
に
小
僧

三
人
、
蔵
も
建
て
る
ほ
ど
と
な
っ
た
。  

 

と
こ
ろ
が
、
安
政
三
年(

一
八
五
六)
の
春
、
岩
子
二
十
八

歳
の
時
、
夫
茂
助
が
病
気
に
か
か
る
。
そ
の
時
、
岩
子
に
は
、

三
女
の
止
女(

と
め)

子
が
生
ま
れ
喜
ん
で
い
た
。
番
頭
は
、

娼
婦
の
子
で
あ
っ
た
が
よ
く
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
た
。
し
か

し
、
い
つ
し
か
店
の
反
物
を
持
ち
出
す
よ
う
に
な
り
、
越
後

か
ら
来
た
女
と
金
を
待
ち
出
し
逃
亡
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
茂
助
の
病
気
は
叔
父
春
瓏
の
治
療
の
甲
斐
も
な
く
治

ら
ず
、
翌
安
政
四
年(

一
八
五
七)

に
は
、
親
と
慕
う
春
瓏
が

病
気
で
閏
五
月
二
十
日
亡
く
な
っ
た
。
安
政
六
年(

一
八
五

九)

に
は
、
夫
の
看
病
を
し
な
が
ら
働
い
て
い
た
岩
子
に
対
し
、

会
津
藩
主
は
貞
女
の
褒
美
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
久
二

年(

一
八
六
二) 

）三
十
四
歳
の
時
、
夫
茂
助
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
翌
文
久
三
年(

一
八
六
三)

に
は
、
母
り
え
も
死

去
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
岩
子
は
、
熱
塩
の
瓜
生
家
に

身
を
寄
せ
た
。 

 

三
十
五
歳
の
時
、
母
の
菩
提
寺
の
示
現
寺
隆
覚
禅
師
に

「い
っ
そ
尼
に
な
り
た
い
」と
そ
の
心
境
を
伝
え
た
る
と
、
隆

覚(

り
ゅ
う
か
く)

禅
師
は
、
岩
子
を
一
喝
「世
の
中
に
は
お

前
よ
り
不
幸
な
人
は
大
勢
い
る
。
お
前
の
こ
れ
か
ら
の
一
切

を
、
も
っ
と
不
幸
な
人
の
た
め
に
さ
さ
げ
な
さ
い
。
情
け
の

全
て
を
か
け
な
さ
い
。
お
前
は
他
人
の
喜
び
を
自
分
の
喜
び

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
」「そ
の
ま
ま
の
気
持
ち
で
目
の

前
の
苦
し
む
子
供
た
ち
を
助
け
な
さ
い
。
そ
れ
こ
そ
が
真
の

菩
薩
行
で
あ
る
」と
諭
さ
れ
る
。 

 
 

 

会
津
戦
争
で
両
軍
兵
を
治
療 

そ
の
後
、
岩
子
は
奮
闘
し
、
長
女
つ
ね
子
は
、
若
松
城
内
の

照
姫
に
奉
公
へ出
し
、
長
男
祐
三
は
、
家
老
西
郷
頼
母
の
一

族
で
、
若
年
寄
と
な
り
七
百
石
と
な
っ
た
西
郷
勇
左
衛
門

近
潔(

葵
高
校)

の
小
姓
に
な
っ
た
。
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

十
二
月
、
十
七
歳
の
祐
三
は
、
勇
左
衛
門
と
と
も
に
加
賀
へ

行
く
が
、
翌
年
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
始
ま
る
と
、
勇
左
衛
門

は
京
都
へ急
ぎ
、
祐
三
は
会
津
に
帰
っ
て
き
た
。 

 

慶
応
四
年(

一
八
六
八)

八
月
二
十
三
日
、
西
軍
が
若
松

城
下
へ侵
攻
し
た
際
、
岩
子
は
北
方
に
い
て
、
急
ぎ
塩
川
へ向

か
っ
た
。
す
る
と
桑
名
藩
兵
ら
四
・五
百
人
が
隊
列
を
組
み
、

藩
主
松
平
定
敬(

さ
だ
あ
き)

が
米
沢
を
目
指
す
姿
を
目
に

し
、
湯
と
水
、
炊
出
し
の
世
話
を
す
る
。
そ
の
夜
、
塩
川
に
い

た
萱
野
権
兵
衛
隊
三
百
人
の
兵
隊
の
最
後
に
付
い
て
神
指

の
高
久
へ向
い
、
そ
こ
に
会
津
藩
の
山
内
遊
翁
隊
が
い
た
。 

     

 

若
松
で
会
津
戦
争
を
経
験 

 

日
本
初
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
な
る 

2 

会
津
若
松
市
宮
町
の
「松
葉
屋
跡
」は
、

県
立
会
津
工
業
高
等
学
校
の
北
側
に

あ
り
ま
し
た
。
△
が
そ
の
跡
地
。 

熱塩温泉・示現寺 

明
治
二
～
三
年
長
男

祐
三
が
捕
ら
わ
れ
て

い
た
東
京
の
騎
兵
隊

屋
敷
跡
。
東
京
都
千

代
田
区
神
田
錦
町
付

近
。 



    

3 

 

二
十
五
日
夜
、
義
経
袴
に
薙
刀(

な
ぎ
な
た)

を
持
つ
女
軍 

が
戻
り
、
中
野
竹
子
が
戦
死
し
た
こ
と
を
聞
く
と
直
ち
に
、

仮
宿
所(

高
久)

を
訪
ね
た
。
衣
服
は
、
血
潮
に
染
ま
り
、
薙

刀
に
は
血
が
付
き
、
竹
子
の
母
こ
う
子
は
、
竹
子
の
首
を

葬
っ
た
後
、
薙
刀
に
短
冊
を
付
け
仮
宿
所
へ戻
っ
て
来
た
。 

 

翌
二
十
六
日
、
岩
子
は
総
大
将
萱
野
権
兵
衛
に
諭
さ
れ
、

坂
下
か
ら
北
方
へ避
難
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
岩
子
は
、

北
方
へ向
か
う
。
避
難
し
た
婦
女
子
を
家
に
受
け
入
れ
、
敵

味
方
の
区
別
な
く
看
護
を
し
た
。
飯
沼
貞
吉
の
話
を
聞
き

見
舞
い
に
行
く
。
岩
子
は
、
会
津
藩
兵
だ
け
で
な
く
、
西
軍

の
傷
病
兵
も
放
置
せ
ず
、
傷
兵
の
介
抱
に
努
め 

「敵
も
味

方
も
な
い
。
怪
我
人 

は
怪
我
人
で
す
」 

、
「怪
我
を
し
た
人

は
皆
同
じ
、
国
の
為
に
戦
っ
て
い
る
の
で
す
」と
い
い
、
そ
の
働

き
は
、
西
軍
の
東
山
道
先
鋒
総
督
府
参
謀
土
佐
藩
板
垣
退

助(

明
治
元
年
藩
陸
軍
総
督
・会
津
藩
名
誉
回
復
に
努
め

る)

の
耳
に
も
達
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。 

 

若
松
城
籠
城
戦
で
の
戦
死
者(

約
一
五
〇
人)

は
、
札
を
付

け
て
二
ノ
丸
の
井
戸
に
投
じ
ら
れ
、
二
十
人
余
は
長
持
に

合
装
し
て
二
ノ
丸
に
埋
め
ら
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
岩
子
の
弟

半
治
は
、
敗
戦
後
、
会
津
藩
の
勝(

正)

奇
隊
に
属
し
て
い
た

た
め
塩
川
で
謹
慎
と
な
り
、
後
に
越
後
高
田
送
り
と
な
っ
て

い
る
。
岩
子
は
、
戻
る
と
避
難
し
た
婦
女
子
を
我
家
や
近

隣
の
農
家
に
案
内
し
、
食
料
を
集
め
、
配
給
を
し
た
。 

 
 

 

戦
死
者
一
周
忌
法
要
を
満
福
寺
で
す
る 

 

そ
し
て
私
財
を
投
じ
て
夜
具
や
布
団
を
調
達
し
た
。
岩
子

は
、
民
政
局
の
出
張
所
が
北
方
に
作
ら
れ
る
と
、
藩
士
の
子

ど
も
の
た
め
に
学
校
を
造
る
こ
と
を
懇
願
し
た
が
、
な
か
な

か
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
岩
子
は
、
長
男
祐

三
を
呼
び
「切
腹
し
て
ま
で
訴
え
ろ
」と
民
生
局
への
交
渉

依
頼
、
民
生
局
監
察
方
兼
断
獄
福
井
藩
士
久
保
村
文
四

郎(

明
治
二
年
、
束
松
峠
で
伴
百
悦
ら
四
人
に
暗
殺)

に
頼

み
込
ん
で
よ
う
や
く
許
可
が
下
り
、
稲
村
の
村
岡
庄
吾
を

説
得
し
て
小
田
付
の
川
端
に
「日
新
館
」と
名
づ
け
た
幼
学

校
を
建
て
る
の
で
あ
っ
た
。
佐
川
又
二
郎
（官
兵
衛
の
伯
父
）

も
協
力
。
教
科
や
内
容
は
、
だ
い
た
い
藩
校
日
新
館
と
同
じ

で
あ
っ
た
。
戊
辰
・会
津
戦
争
一
周
期
に
あ
た
る
八
月
二
三

日
、
岩
子
は
小
田
付
の
満
福
寺
に
各
宗
派
の
僧
侶
を
集
め
、

合
同
法
要
を
し
て
い
る
。
明
治
三
年
三
月
七
日
、
岩
子
は

民
生
局
に
呼
び
出
さ
れ
る
。
す
る
と
「毎
日
感
じ
入
る
次

第
あ
り
、
詮
議
の
上
褒
美
を
下
し
置
か
れ
る
」と
し
て
、
折

封
の
書
状
と
金
一
両
が
渡
さ
れ
た
。
明
治
四
年
、
四
十
三

歳
、
会
津
藩
は
斗
南
藩
への
移
封
が
命
じ
ら
れ
、
明
治
五
年

(

一
八
七
二)

教
育
法
令
が
発
布
さ
れ
る
と
、
藩
士
の
子
も

移
動
し
、
岩
子
の
幼
学
校
も
閉
ざ
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

浅
草
に
行
き
救
済
・慈
愛
を
学
ぶ 

 

祐
三
は
、
東
京
神
田
橋
門
外
、
騎
兵
屋
敷
音
春
屋
に
囚

わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
、
御
飯
や
炭
も
渡
さ

れ
、
母
岩
子
と
同
じ
貧
民
救
済
の
考
え
を
持
つ
人
が
東
京

深
川
に
い
る
事
を
知
る
。
そ
れ
を
岩
子
に
報
告
す
る
と
会

津
の
貧
民
を
救
い
、
孤
児
養
育
を
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
。 

 

明
治
五
年
十
月
、
岩
子
は
東
京
へ上
る
こ
と
を
決
め
た
。

途
中
、
若
松
で
は
、
若
松
城
の
城
門
は
傾
き
、
楼
閣
も
潰
れ

そ
う
に
な
っ
て
い
た
。
十
六
橋
の
戸
ノ
口
か
ら
舟
で
湊
の
崎

川
へ渡
り
、
黒
森
峠
か
ら
白
河
へ向
か
っ
た
。
途
中
、
山
賊
に

襲
わ
れ
る
が
岩
子
は
逆
に
投
げ
倒
し
た
。
岩
子
は
、
古
河
藩

下
屋
敷
に
佐
倉
藩
大
塚
十
右
衛
門
が
救
養
会
所
を
設
置

し
て
い
た
の
で
訪
ね
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
の
救
養
会
所
は
、
浅

草
寺
の
北
西
側
、
浅
草
・千
足
小
学
校
付
近
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
孤
児
や
老
病
の
病
者
を
救
っ
て
い
た
も
の
で
、

岩
子
は
、
大
塚
氏
よ
り
指
導
を
受
け
、
大
い
に
感
銘
を
受

け
た
。
翌
明
治
六
年
三
月
、
会
津
へ帰
郷
し
た
。
旅
費
が
な

か
っ
た
の
で
、
干
物
の
魚
を
多
く
仕
入
れ
、
そ
れ
を
売
り
な

が
ら
旅
費
に
充
て
て
い
る
。 

  
 

 

明
治
五
年
、
東
京
浅
草
の
救
養
会
所

跡
。
現
浅
草
千
足
小
学
校
付
近 

 
岩
子
が
、
裁
縫
所
を

開
い
た
喜
多
方
市
の
長

福
寺
。
三
十
三
観
音
講

の
集
ま
り
で
、
岩
子
は

女
性
た
ち
に
自
立
を
説

得
し
た
。 

 

八
月
二
十
五
日
、
娘
子
軍
が
戦
っ
た

時
、
集
結
し
た
会
津
若
松
神
指
町
の
高

久
代
官
所
跡
。
岩
子
も
治
療
に
行
く 



    

4 

 

明
治
六
年
、
北
方
の
岩
崎
村
長
福
寺
を
飯
島
氏
に
頼
み
、

尼
寺
に
定
め
救
養
会
所
と
し
た
。
岩
子
は
、
寺
々
を
回
り

観
音
講
に
入
り
、
若
い
女
性
に
堕
胎
矯
風
を
教
え
、
間
引

き
習
慣
を
改
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
寺
で
は
裁
縫
と
機
織
を

教
え
て
給
金
を
出
し
、
貧
困
の
女
性
は
寺
に
泊
め
た
。
す
る

と
誰
と
な
く
「仏
の
岩
子
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
十

三
年
に
は
、
福
島
県
令
山
吉
成
典
、
十
五
年
に
は
三
島
通

庸
、
十
八
年
に
は
赤
司
欽
一
か
ら
賞
与
を
受
け
て
い
る
。
明

治
二
十
年
（一
八
八
七
）五
十
九
歳
、
福
島
渡
、
長
楽
寺
脇

の
長
屋
へ移
る
。
明
治
二
十
一
年
（一
八
八
八
）磐
梯
山
大

噴
火
で
は
、
救
護
活
動
を
す
る
。  

 
 

 
帝
国
議
会
に
女
性
初
の
請
願
を
す
る 

 
明
治
二
十
二
年
十
二
月
、
福
島
に
私
立
福
島
救
育
所
の

建
設
許
可
が
下
り
設
置
し
た
。
明
治
二
十
四
年
（一
八
九

一
）三
月
六
十
三
歳
、
渋
沢
栄
一
の
要
請
に
よ
り
上
京
し
、

東
京
養
育
院
幼
童
世
話
係
長(

千
代
の
富
士
部
屋
の
場
所)

を
八
カ
月
勤
務
す
る
。
六
月
に
は
、
明
治
天
皇
の
皇
后
陛

下
よ
り
菓
子
を
賜
る
。
喜
多
方
、
坂
下
に
は
育
児
会
で
き
、

喜
多
方
に
は
産
婆
研
究
所
を
設
立
し
、
明
治
二
十
六
年

(

一
八
九
三)

六
十
五
歳
、
済
生
病
院
を
若
松
に
設
け
る
。

こ
の
時
、
野
口
英
世
の
母
し
か
は
岩
子
よ
り
産
婆
を
習
っ
て

い
る
。
ま
た
第
一
回
国
会
に
お
い
て
女
性
初
の
請
願
書
「婦

女
慈
善
記
章
の
制
」を
提
出
し
、
婦
人
の
活
躍
を
願
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
八
月
に
は
、
東
京
都
台
東
区
根
岸
に
移
り
、

日
清
戦
争
の
傷
病
兵
救
済
た
め
、
飴
の
糟
を
利
用
し
て
糟

餅
や
パ
ン
を
作
り
、
さ
つ
ま
い
も
屑
を
使
用
し
て
水
飴
を
作

り
、
捨
て
ら
れ
る
も
の
を
利
用
し
て
の
食
品
を
考
案
。 
東

京
下
谷
に
「福
島
瓜
生
会
支
部
水
飴
伝
習
所
」を
設
立
し
、

水
飴
三
十
缶
を
寄
贈
し
て
い
る
。
明
治
二
十
八
年
に
は
、

東
京
に
瓜
生
会
を
設
け
、
日
清
戦
争
で
の
戦
死
者
夫
人
三

千
人
に
対
し
、
銀
杯
と
紀
念
織
を
送
っ
て
い
る
。 

  

女
性
初
藍
綬
褒
章
を
受
け
る 

 

明
治
二
十
九
年
五
月
十
一
日
六
十
八
歳
、
女
性
初
の

「藍
綬
褒
章
」を
受
け
る
。
こ
の
時
、
会
津
弁
と
の
通
訳
が

必
要
と
な
り
、
宮
中
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て
い
た
山
川
捨

松
の
姉
操
が
皇
后
と
の
通
訳
を
し
て
い
る
。
そ
の
年
、
三
陸

津
波
被
災
者
の
た
め
の
バ
ザ
ー
や
募
金
を
行
っ
て
い
る
。
翌

三
十
年
一
月
、
心
臓
病
を
わ
ず
ら
い
福
島
に
戻
り
明
治
三

十
年
（一
八
九
七
）四
月
十
九
日
、
福
島
で
六
十
九
歳
の
生

涯
を
閉
じ
る
。
亡
く
な
る
二
日
前
に
は
、
明
治
天
皇
の
皇

后
陛
下
が
見
舞
い
に
訪
れ
た
こ
と
に
感
謝
し 

 

「老
い
の
身
の 

な
か
か
ら
さ
り
し
命
を
も 

た
す
け
た

ま
へ
る 

慈
悲
の
ふ
か
さ
よ
」 

と
詠
ん
だ
。 

熱
塩
の
示
現
寺
、
本
堂
西
の
裏
山
に
墓
が
あ

る
。
明
治
三
十
四
年
四
月
、
土
方
久
元(

土
佐)

、
三
島
通

庸
夫
人
ら
に
よ
っ
て
浅
草
の
浅
草
寺
本
堂
西
に
岩
子
像
が

建
て
ら
れ
る
。  
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『瓜
生
岩
子
』奥
寺
龍
渓
、
四
恩
瓜
生
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明
治
四
拾
四
年
六
月
刊 

 

 

女
性
初
の
藍
綬
褒
章
を
受
賞 

 

明
治
十
四
年(

一
八
八
一)

十
二
月

七
日
、
太
政
官
布
告
第
六
十
三
号
「
褒

章
条
例
」
を
制
定
。
当
初
は
、
紅
綬
褒

章
・
緑
綬
褒
章
・
藍
綬
褒
章
の
三
種
。

明
治
十
五
年
一
月
一
日
施
行
。 

 

〇
紅
綬
褒
章(

こ
う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う)

「自
己
の
危
難
を
顧
み
ず
人
命
の
救
助

に
尽
力
し
た
る
者
」に
授
与
さ
れ
る
。 

〇
緑
綬
褒
章(

り
ょ
く
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ

う)

「
自
ら
進
ん
で
社
会
に
奉
仕
す
る

活
動
に
従
事
し
徳
行
顕
著
な
る
者
」
に

授
与
さ
れ
る
。 

〇
藍
綬
褒
章(

ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う)

「教
育
衛
生
慈
善
防
疫
の
事
業
、
学
校

病
院
の
建
設
、
道
路
河
渠
堤
防
橋
梁

の
修
築
、
田
野
の
墾
闢
（
開
墾
）
、
森
林

の
栽
培
、
水
産
の
繁
殖
、
農
商
工
業
の

発
達
に
関
し
公
衆
の
利
益
を
興
し
成

績
著
明
な
る
者
又
は
公
同
の
事
務
に

勤
勉
し
労
効
顕
著
な
る
者
」
に
授
与
さ

れ
る
。 

明治34年、女性初の銅像となった瓜生岩子・浅草寺 

明治２４年、東京養育院跡。
現千代の富士部屋 

福島市長楽寺の岩子像 示現寺裏山の瓜生岩子之墓 


